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第7自衛生工学シンポジウム

1999.11北海道大学学術交流会舘

3-1 

山梨県の大気常時監視データの統計的分析

1. はじめに

山梨県は山話を中山としだ自然に恵まれ、

大規模な工業地域なども所在しないことか

ら、大気環境鰐鵠の躍度としては、比較的

{患いとみられる揚合が多い。しかし実際に

は、甲賠周辺における窒素酸化物活染や、

県東部における光化学大気活染など、対策

を聾する問題が杏在する。まだそれら以外

にも、粒子状物質活染や大気中の有害化学

物質汚染なども懸愈する意見がある。

これらの閤盟に対癒するため、県内には

11箆所の大気常時監視局が設寵されてお

り、継続的にモニタリングが借われている。

しかし、これまでそれらのモニタソングデ

ータは年単位で集計されて環境白書等に掲

載されるほかは特に異体的!こは利用されて

おらず、より有弼な活賠の!Qli嬰性が指摘さ

れている。特にこれらのデータを1暗躍憧

レベルで分析しだ倒はほとんどなく、詳締

な汚染状i況の把握という意味では、十分に

行われているとは言えない閣がある。

本研究は、山梨県内の常時監視データの

1時調値を統計的に分析し、汚染状汎の詳

細な担握や隣国の究明に活かすことを目的

とする。本報ではその第一段階として、 N

O2とオキシダントについていくつかの分

析を試みだ結果を報告する。

2. 分析方法

分続に用いだヂータは、山梨県が設置す

る大気常時監視測定霜における 1995年度

，-....，1997年度の3年分の1詩間値である。県

内には 11箇所の測窓局があるが、今回はそ

のうち一般環境測控局 10層のデータを用

いだ。自動車排出ガス測定時については、

片谷教孝(山梨大学工学部)

東{事柄i幸(山梨県西島郵便局)

>3U途分析を桂う予定である。図1にそれら

の測定聞の位簡を訴す。ま疋表1には、各

測定局における測定項目を訴す。

語1 測控局の位置

表1各測定閣の測定項目

l:北J監802 れ10>CO SPM Ox O O O O O 
O O 
O O 

日下部 O O 
大月 O O O O 

県東部 上野原 O O 
都留 O O 

富士北鐙吉m O O 

猿南部
小笠原 O O 
身延 O O 

(*)衛生公害警研究所

トlC 気象

O O 
O 
O 
O 
O O 
O 
O 
O 
O 
O 

上記のように、県内では多くの物質の濃

度が測定されているが、今回は第一段描と

して、特に汚染に注目が集まっているN02

とオキシダントのみを対象としだ。まだ、

各物質単独の分析のほか、気象要因(風向風

速)との関連についても調べ疋。

分析方法としては、次のような項闘が主

なものである。このほかにもさまざまな分

析を行つだが、紙面の制約や顕著な傾向が

見出せなかった揚合は省轄することなどに

より、下記4項呂について報告する。

1 )時刻部年平均濃度(日応変動)の地点

別比較
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2)時刻8U月平均濃度(臼内変

動)の地点8U比較と丹別比較

3)平日・濃末別の時刻剖濃度

上じ較

正午〉濃度ランク間風間出現頼度

3. 分析結果

3.1 N O2の分析結果

~1 はN0 2 について、時時別の

年平均濃度(1997年)を訴しだもの

である。いすれの地点においても

朝夕2自のピークがあるが、地点

ごとの差も大きく、上野原の日中

の濃度の高さが特!こ際立っている。

これらの麓異は、測定局周辺の平

均的な濃度レベルの差異のほかに、

主たる発生源と害えられる主要道

諮からの詑離!こも依在していると

寄えられる。上野原の揚合は中央

高速道路が比較的近くを通過して

おり、日中ちかなりの交通量があ

ることが影響しているものと推定

される。交通量データと比較すれ

ば、よりその点が明らかになるも

のと思われる。

園2はN02の時刻別濃度を平

日と週末で出較し疋もの(1995年)

である。甲胞と上野原では、全般

に平日とi本田の差が小さい。上野

顕では週来の早朝夜簡に濃震が上
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歯2(b)平日・遇未完IJのN02濃度

昇する傾向が毘られる。これ

は交還謹の謹によるものと者

えられる。山梨県は観光交通

量ち多く、週末にその影響が

出ている司能性が高い。

これに対して、患程、吉田で | 全体闘

は特に日中において平Bが体

隠北北京認北京 ロ東北京ロ東

関南南西磁南西 口預南海隠l!Jj

関東南東臨南東

関西北省 E署北西

>詰40

自よりも高い般向が強くなっ

ている。これは両測定屑が鶴

光交通量の影響をあまり受けていないこと

を訴す結果と者えられる。

図3は風による輸送の影響を毘るだめ、

。目 20覧 40出 80覧 100首60% 

図3 N02濃度ラシク別底肉出現頻度(EfI府、 1995年)

N02の濃度ランク別に嵐向出現鎖度を訴

したものである。ここでは代表慨として申

摘のみを訴すが、濃度の高いときに東寄り
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の錦肉親度が高くなり、逆!こ西寄

りの頻度が鋸くなる傾向が若干み

られる。これは測定局が甲府市中

山部の西方に位置することに対応

する結果と考えられる。だだし、

それほど顕著な傾向というほどに

はなっていない。

3.2オキシダントの分析結果

闘4は、オキシダントの時刻f.lU

年平均濃度を測想問別iこ比較した

ものである。全体に日中が高い傾

向にあるが、吉田では夜間の濃度

が他と比較して特!こ高いことが注

鴎される。この原因としては、諮

問屈の標高が約 γOOmと高く、上

層からのオゾン供給の影響を受け

やすいことが事えられる。まだピ

ーク出現時刻を比較すると、甲府

が 13B'ff""'14轄であるのに

対して他の局は 15持前後と

濃くなっており、飽地域から

の汚染物質の輸送の影響を示

唆している。

臨5はこれを8月の尾平均

におさかえたちのである。年

平均では濃度が儲かった上野

原が、要季!こは際立って高く

なっていることがわかる。特

!こピーク濃度は 70ppbを超

えており、全鴎的iこみても高

いレベルにあるといえる。ま

たその他の局ち、年平均と比

較して大幅に濃度が高くなっ

ている。これは日中の光化学

校応の影響とみて間違いない。

翻6はオキシダント濃度が
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東~南東の風向が 90%近くを占めてあ、り、
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図5 オキシダントの時実ImIJF.!平均濃度(8F.!)
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図6 オキシダント濃度ランク別風向頻度(上野原)
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図6(b) オキシダント濃度ランク男IJ風向頻度(身延)

ことを訴している。これに対して県南部の

身延では、高濃度時には南寄りの嵐が卓越

していることが明らかである。これはこの

地域におけるオキシダント生成の原因物質
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が、臨!こ隣接する静岡銀方部

から輸送されているE芸能性を

強く示すちのといえる。これ

らと比較すると、甲府では濃

度による鼠向頻度の嬬遣がそ

れほど顕著ではない。このこ

とは、甲府におけるオキシダ

ント高濃震は、他地域からの

輸送よりは、周辺地域の排出

の影響に支配されていること

を示すものといえる。

鐙北北京図北東 日東北東日京 医薬南東隠南東 飽衛簡潔E1~街

E軍南南衛関南滋 図箇荷鶴田商 E華街北道陸北西 悶北北西殴北

>=60 

>=30 

念体

。目 20% 40弘 60覧 80百 100% 

4. おわりに

山梨県の大気常時監視屈における1時

間嫡データを毘いて、さまざまな分析を行

った。その結果、月平均値や年平均儲から

は見出せないいくつかの傾向が明確に現

れ、汚染状況の把擢や顕悶究明に葡到な情

報が得られることがわかった。特!こN02

では周辺の交濁震との苅陥が顕著に見ら

れ、ま疋オキシダントでは東京・神奈川方

面や静開方面からの輸送の影響が強く示

関6(c) オキシダント濃度ランク~IJ風向出現綴度(Ifl府)

峻される結果が得られた。}

今後はさらに多変量解析などの統計学

的手法を適用して、詳細な分析を任う予定

である。

謝静: 本研究で用いたデータを貸与して

いだだいた出梨県環境問の関係各位に感

謝します。

参考文献:

山梨熊環境局;平成9年版やまなしの環器

(1998) 

-80-


